








要約:胎生早期の種々の要因で発症する大脳の神経細胞移動異常 38 例の基礎疾患，合併中

枢神経奇形について検討を行った。ヘテロトピアを呈したグループ内には Potter 症候群,

多少脳回のグループには福山型筋ジストロフィー症,両者を持った症例のグループには

thanatophoric dysplasia,Zellweger 症候群が含まれていた。しかし,染色体異常症,多発

奇形症候群,全前脳胞症はどのグループにもみられた。このように,神経細胞移動異常の型

から発生要因の作用時期が推測され,先天異常の発生要因検索の手がかりが得られる。


